
Ministry of

Internal Affairs and

Communications

M I C  M O N T H L Y  M A G A Z I N E

6月号特集

消防力の充実強化
～生命や財産を守るために～

広島県神石高原町地方の

かがやき 春は新緑の鮮やかな緑

秋は燃えるように赤い紅葉

吸い込まれそうな翡翠色の湖

色彩豊かな景色が魅せる高原の町
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※二十四節気は毎年1日ほど前後します。芒種（6/6）、夏至（6/22）は今年の日付です。
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がこに付といこ時最北
待とはけいよの間も半
ちが梅らう本日が太球
遠多雨れ意格を一陽で
しくがま味的過番がは
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端 変 。植、ま雨 かこ か 稲に な くぎ
あ 入しなのえつ や
る り 季）りて初こをて を針 麦ま 節状 す蒸夏ろ行は 持の
の す 」
毛 るしのにっことつよ
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6月

季節のうつろいを味わう

二十四節気は太陽の運行を基準にした太陽暦です。

1年を24等分し、「立春」をスタート地点として、
15日ごとにその時期の自然現象を表す美しい名前が付けられています。

二十四節気から、「暑い」「寒い」だけではない、季節の移り変わりを感じてみませんか?

風詩
物

雨が多くなることで、固
かった青梅が熟して大き
く膨らみ、赤みを帯びた
黄色へと変わります。梅
シロップや梅酒、梅ジャ
ムなど、梅仕事が楽しい
時期です。

この時期の和菓子は、
「水無月」。白いういろう
の上に甘い煮小豆をの
せ、三角に切り分けたも
のです。この形は氷片を
表し、小豆には邪気払い
の意味があるそう。

June 2 019 |  Vo l . 2 2 2 .  |  M IC 02

04 特 集 1

消防力の充実強化
～生命や財産を守るために～

16 地方のかがやき

広島県 神石高原町

20 MIC NEWS  01

電話番号制度が新しくなります

21 MIC NEWS  02

今年度の行政評価プログラムを決定し、公表しました

22 世界にはばたく総務省
OECD（経済協力開発機構）との国際連携
～「AIに関する理事会勧告」の検討・策定～

「デンパ君」は、不法電波をやっつける正義
の味方として平成6年に登場した、総務省
総合通信基盤局のキャラクターです。
電波に関する様々な情報を教えてくれる
先生としても活躍しています。

総務省の情報をキャラクターがご紹介！ 不法電波に待ったなし!

不法電波を未然に防止し、良好な電波利用環境の実現を図る
ため、総務省では毎年6月1日から10日を「電波利用環境保護
周知啓発強化期間」として、電波利用環境保護に関する周知
啓発活動や不法無線局対策を重点的に実施強化しています。
電波はテレビや携帯電話、インターネットなどに利用され
る、私たちの暮らしに欠かせないものです。電波の正しい利
用について、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

教えて デンパ君
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緊急消防援助隊のロゴマーク

平成30年7月豪雨における浸水した地域でのボート、ヘリを
活用した救助活動（奈良市消防局、香川県防災航空隊提供）

消防庁ヘリコプター

平成28年糸魚川市大規模火災時における
懸命の消火活動（糸魚川市消防本部提供）

平成28年熊本地震の被害の状況
熊本県益城町（高松市消防局提供）

平成29年埼玉県三芳町倉庫火災の状況
（埼玉県防災航空隊提供）

消防庁における災害対応（訓練時）

平成30年7月豪雨の被害の状況
岡山県倉敷市真備町（東京消防庁提供）

平成30年北海道胆振東部地震の被害の状況
厚真町　土砂災害（川崎市消防局提供）
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緊急消防援助隊

津波風水害対策車（水陸両用バギー） レッドサラマンダー

重機

中型水陸両用車 

拠点機能形成車

高機能救命ボート

全国から駆けつける緊急消防援助隊



みんなのまちを
守るために、消防隊員・
消防団員は今日も
がんばっています!
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福岡市早良消防団
脇山分団

農家　馬場康平さん 横浜市消防局
山脇智弘さん

横浜市消防局
小金井幸男さん

秋田県秋田市消防本部
斉藤愛さん

石川県能美市消防本部
常川りょうさん
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女性消防吏員活躍推進ポスター

ポンプ車 特別高度工作車

消防隊員
　オレンジ色の救助服を着ている私
たちは、火災現場や自動車・列車など
の交通事故現場、海や川での水難事
故現場などにおいて、人命を救助する
のが最大の任務です。活動場所は横
浜市内だけでなく、国内の災害派遣や
国外でのIRT（国際消防救助隊）活動
も行っています。
　危険と隣り合わせの現場で、個人の
力では難しくとも部隊が一丸となって
大きな力を発揮し、任務を遂行した時
は、一体感と達成感を感じます。

全国で活躍する女性消防隊員

　高校生の時に母が倒れ、救急隊の方に
親切に搬送していただきました。その時
は、女性が消防職員になれることを知ら
ず、ただただ感謝の気持ちでいっぱいで
した。その後、大学の講座で、女性でも消
防職員になれることを知り、志すように
なりました。消防職員は、大変なこともた
くさんありますが、それ以上にとてもやり
がいのある仕事です。

　消防庁では、全国の
消防隊員に占める女
性の割合を2026年度
当初までに5％に引き
上げるべく（2018年4
月現在で2.7
子学生等を対象とし
た職業説明会」を開催
したり、ポスターや
SNSを活用した広報
を行ったりするなどの
取組をしています。

％）、「女

　私は、高校1年生の時の地元の消防本
部での職場体験がきっかけで、消防士を
目指すようになりました。
　現在は、消防隊員として24時間の当
直勤務に従事し、消火活動や救命処置
等の消防業務や、建物の避難通路や消
防用設備の設置状況の検査などの予防
業務を行っています。

　放射線災害、生物剤災害および化学
災害などの特殊な災害での救出、検知
および除染活動が私の主な任務です。
目に見えない有毒ガスや放射線等の災
害対応は、専門的な知識や技術が求め
られます。現在は、今後開催されるラグ
ビーワールドカップやオリンピックでの
テロや毒物・劇物等の災害に備え、日々
検証・訓練を行っています。
　特殊な災害が発生した際でも隊員が
安全に活動し、要救助者の迅速な救出
を行うことは絶対条件ですが、我々にと
って達成感を感じるときでもあります。

消防団員
入団のきっかけ
　地元の知り合いに誘われて入団しま
した。訓練はつらい時もありますが、年
齢や職業も異なる団員の方々や、地域
の方々とのふれあいはとても楽しいで
す。「人とのつながり」は私の大きな財
産になっています。

災害時の活動
　指令を受けたら、すぐに現場に駆けつけます。自然の脅威を
目の当たりにして驚くこともありますが、高齢の方のお宅をま
わって公民館への避難を呼びかけるなど、自分にできることを
一生懸命やります。

表彰を受けました
　1年間火災がなかった地域に与えら
れる「無火災表彰」を受けました。街を
火災から守るために、防火広報に取り
組んだ結果です。消防車に乗って、火の
元の取扱いに注意するよう町内をアナ
ウンスして回りました。

大好きな息子と一緒に
　笑顔が自慢の息子は中学3年生。何でも話せる友達みたいな
間柄です。18歳になったら消防団に入りたいと言ってくれてい
ます。親子で一緒に消防団で活動することが私の夢。今からと
ても楽しみなんです。

静岡市消防団
静岡第20分団

看護助手　望月志織さん

地域で活躍する
消防隊員・消防団員

はしご車救助工作車

消防庁 ポータルサイト

消防現場における
女性活躍を推進します

消防団の平成30年7月豪雨における行方不明者捜索活動
（広島市消防局提供）

消防団員募集ポスター
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特集● 消防力の充実強化
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○病院に行った方がいいの?
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○応急手当はどうしたらいいの?
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Q助ポスター

化学剤遠隔検知装置 大型除染システム搭載車

陽圧式化学防護服放射線測定器

特殊災害対応自動車
（NBC対応資機材を積載し、陽圧室を有する）

Q助ダウンロード
QRコード

高規格救急自動車（東京消防庁提供）

　救急救命士は、病院または診療所に搬送されるまでの間に、
医師の指示の下に、器具を使用した気道確保やアドレナリン投
与などの救命処置を行います。
　全国に5,179隊ある救急隊の99.1％にあたる5,132隊に乗務
し、24時間365日活動し、国民の安心・安全を支えています。

※数値は平成30年4月1日現在 救急隊員による傷病者搬送（東京消防庁提供）

〈コラム〉 活躍する救急救命士

Ｎ（Nuclear） 

B（Biological） 

C（Chemical） 

生物剤検知器

化学剤検知器
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南米の消防隊員
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携帯電話会社ルート

地方公共団体ルート

特集● 消防力の充実強化
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消防ロボットシステムとその搬送車輌

搬送車両内の指令システム

石油コンビナートでの放水 ホース延長ロボット「タフ・リーラー」 走行型偵察・監視ロボット「ランド・アイ」放水砲ロボット「ウォーター・キャノン」

飛行型偵察・監視ロボット「スカイ・アイ」

タンク火災の様子

「スクラムフォース」と行動をともにするドラゴンハイパー・コマンドユニットの中核車両
放水砲搭載ホース延長車（左）と大容量送水ポンプ車（右）

ドラゴンハイパー・コマンドユニット
シンボルマーク
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スクラムフォースを
構成する

4つのロボット

キャラクターマーク

マンガで消防活動を紹介しています

　消防庁では、漫画「ど根性ガエル」とタイアップし、小学生向
け消防紹介マンガ「消防のしごと」を作成しました。消防庁ホ
ームページにも掲載していますので、是非ご覧ください！

https://www.fdma.go.jp/publication/kodomo_kyouzai/post1.html
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住宅用火災警報器の維持管理について

•定期的な作動確認
作動確認をしても警報器に反応がなければ、本体の故障か電池切れ点検ボタンを押すか点検ひもをひっぱり、
です。（※2）定期的（※1 警報器の本体または電池を交換しましょう。）に作動確認をしましょう。

•古くなったら交換
本体の故障か電池切れです。（※2）警報器本体を交換しましょう。

火災警報以外の警報が鳴った場合

※1　住宅用火災警報器の電池の寿命の目安は約10年とされています。警報器の作動確認は、春秋の火災予防運動の時期に行
うなど、定期的に実施してください。

※2　故障か電池切れか分からないときは、取扱説明書を確認するか、メーカーにお問い合わせください。なお、電池切れと判明
した警報器が設置から10年以上経過している場合は、本体内部の電子部品が劣化して火災を感知しなくなることが考え
られるため、本体の交換を推奨しています。
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地震対策　いのちを守る　7つのポイント
対策 1

お互いの安否確認の手段
を確認するなど、地震に備
え家族で話し合いをする。

対策 2

自宅からの脱出ルートや、
避難所までの道順を確認
しておく。

対策 3

防災訓練に参加したり、
声をかけ合うなど、普段か
ら地域とのつながりを大
切にする。

対策 4

最低限3日間程度の水や
食料品を備蓄する。

対策 5

消火器の正しい使い方を理解するなど、地震に
よる出火を防止する。

対策 6

ブロック塀の強度の確認
や、自宅の耐震診断を受け、
必要に応じ耐震補強する。

対策 7

家具や家電の転倒や落下
を防止するために、L型金具
などで桟や柱に固定する。

災害や火事の備えは
僕たち一人一人の
普段の心がけが
大事なんだ！！

車の運転手に対する防災の呼びかけ

子どもたちの防災体験

〈コラム〉 戸別受信機による情報伝達

戸別受信機

　市町村では、災害の情報がいち早く入るよう
避難場所、防災拠点や各家庭に戸別受信機を設
置しているところがあります。大雨や台風などに
よる気象状況の悪化や建物の構造などにより、
屋外スピーカーを用いた防災行政無線などから
音声が十分に聞こえにくい場合があり、このよう
な状況において戸別受信機は災害の情報を伝え
るのに極めて有効な手段の一つとなります。
　平成30年3月31日現在、戸別受信機等は約7
割の市町村で配備されています。

〈コラム〉 住宅防火への消防庁の取組
　平成15年、住宅火災による死者数（放火自殺者等を除く。）は、17年ぶり
に1,000人を超え、その多くは逃げ遅れによるものでした。
　米国では、住宅への火災警報器の設置の義務付けにより、住宅火災に
よる死者数が半減するという効果が現れていました。
　このような背景から、平成16年、すべての住宅を対象に住宅用火災警
報器の設置を義務付けることとしました。
　住宅用火災警報器の普及もあり、ここ10年で住宅火災の件数は3割、
住宅火災による死者数は2割以上減っています。



昭和59年に廃校になり、110年の歴史を閉
じた旧井関小学校の校舎を利用して運営さ
れている「学校食堂」。アルミの食器でいただ
く「昔懐かしい給食」は、タイムスリップ感を
味わえる。

アウトドアファンに大人気の「帝釈峡スコラ
高原」。ゴルフやテニスのほか、セグウェイ・
水陸両用車体験プラン、癒しの森林セラピー
プランなどもある。宿泊施設もあり、合宿な
ども受け入れ可能。

幸せを運んでくれる「幸運仏堂」や、弘法大師
にゆかりのある「長生きの水」、千年以上の歴
史を誇る「亀山八幡神社」など、史跡や開運ス
ポット・パワースポットが散在している。

Profile
広島県東部、神石郡に属する。平成16年
に、油木町、神石町、豊松村、三和町の3
町1村が合併して誕生。町の80%を山林
が占めており、自然環境を生かした観光
開発が進められている。
人 口 9,006人（令和元年5月1日現在）
面 積 381.98㎢
U R L http://www.jinsekigun.jp/
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「帝釈峡」や自然散策以外にも、
まだまだあります、この町のスポット。
中でもディープな魅力を3つご紹介 !

▲周囲24km、全長8kmの「神龍湖」。
遊覧船もあり、帝釈峡のダイナミックな
景色を船上から楽しむことができる。

神 高原
jinsekikogen-cho

石 町

とよまつ紙ヒコーキ・タワー
標高663ｍ、米見山(よなみやま)
山頂公園にそびえ立つ、高さ26
ｍのタワー。紙ヒコーキを飛ばす
ための施設で、15ｍ位置には
360度見渡せる展望台がある。

帝釈峡
広島県庄原市と神石高原町にまたがる、
全長約18kmの渓谷「帝釈峡」。日本百景
の一つで、広島を代表する景勝地。とりわ
け春の新緑と秋の紅葉が美しく、毎年多
くの人が散策に訪れる。

月には、「ゆりまつり」が開催される。

ヒメボタル(キンボタル)
標高が高く山林に囲まれたこの町では、
毎年７月上旬からヒメボタルを観ること
ができる。森のイルミネーションのごと
く光る景色は幻想的。ガイドツアーなど
も開催される。

神石高原町の魅力ダイジェスト!

食 歴史ある小学校が食堂に
学校給食「いただきます」

広島県

　地
か
が方
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き

セグウェイ

水陸両用車

トマト加工品
町の特産品の一つ、トマトは冷涼な
気候とおいしい地下水で育てられ、
年間1,000tが生産されている。
完熟トマトを使ったケチャップやソー
スなど、加工品も人気。

蛍かご
川沿いでは6月中旬頃
からゲンジボタルも出
現。各地区で開催され
る観測会やホタルまつ
りでは、手作りの蛍か
ごを見られることも。

堂幸運仏
長生きの水

神石高原町長
入江  嘉則
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この町の「ヒト・モノ・コト」を
世界にPRしていく!

遊 スポーツ、レジャー
スコラ高原でぜんぶ満喫!

島根

広島

岡山

山口

鳥取
神石
高原町

やいとりやま

八鳥山ゆりの里
白や淡いピンクのササユリをはじめ、
多くの山野草が自生するスポット。散策
道が整備されており、見頃となる毎年
6

　神石高原町は中山間地域にある、人口約
9千人の小さな町ですが、資源はたくさんあ
ります。私の言う「資源」とは、モノだけでは
なくコトやヒトも指し、これらをうまく活用し
て国内はもとより世界にPRしていこうと考
えています。しかし、町の魅力は町内の人に
とってはあたりまえとなっていて気づきにく
いものです。
　だからこそ、町外の人と深く繋がり、意見を
聞き、町の潜在的な魅力を掘り起こし、新た
な価値を創造していきたいと考えています。

力 歴史ある史跡や
パワースポットが散在

人気メニューの「昔懐かしい給食」

「みんなおいで!」は、この町の
言葉では「みんなきね!」となる。
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大手スーパーと「ヒト・モノ・情報」の交流で
資源価値の最大化を目指す!

円実て映光町店
　
がは雨

　
流たど産リ

　

に お績 像パのに現大食」実を場も品イ昨ンコ い が上 りは の 改在 料 は図合たの」フー に 発 と年る 、 装 こ配 や っ8 出ナ 、 ち助 の昨 レ エ 生 連 6の のッ し の年信
な

飲 て
千 ー ブけ 食。協い 荷だ 携月トを、 料物リら ・7 度 の 定く料職そ 神 協、れ水イ 流展 ・ 販ど と 場 神う 0 のの 設 石 たをが 物 定を いで 開 の 体売 石0 販 高一と積ス締 資 を置 う行 。 部 結 験、す 高い ト万 や観原 ん の 観売 締も。 っ のう ッ直 や 原でプ の供 光結店場ト 後 大 町し で給 資。舗面ラ に こはた「 規すッ な 源れでもクこ 食平。 模ど のにはあをの 品成 災、 情よ、り 町地 走ま 30 複 ス害 っに 報 ーら て産し 年 合が、 発 パせエ 、地た 7 的発ブ 町ー、 信 「

消。町リ月 な生 の、 エ
の 民イ豪 交し子農ブ7月豪雨の折、エブリイから

食料支援を受ける様子。

災
害
時
に
迅
速
な
対
応
!

ドローンアカデミーの生徒たちが
制作した町のPR動画。

ドローンアカデミー、技術訓練の様子。
目標はドローンで町の課題解決に貢献すること。

地域一体となってバックアップ!
油木高校魅力化 プ+ラス プロジェクト
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JIN（神）プレミアム認定制度
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　町内で“輝くもの”にプレミアム感をつけ、
その魅力を発信することで、商品のブランド
力の向上と町のPRを目指す、「JIN（神）プレ
ミアム認定制度」を行っています。
　この認定を受けると、商品にロゴマークを
使用でき、ロゴ入りのステッカーや袋なども
提供されます。
　ユニークなのは、これが「モノ」に限らず、独自
の施策や取組、特徴的な自然環境、人物など「コ
ト」や「ヒト」に対しても認定されることです。

　認定基準は、「地域性」「技術性」「独自性」
「信頼性・安全性」「将来性・積極性」「総合評
価」の6つの項目から厳しく審査されます。
　現在、写真の5つが「JIN（神）プレミアム」と
認定されており、町を挙げてPRしています。

　地域の発展・拡大を目的に、町は平成29年9月、「一般財団法
人 神石高原地域創造チャレンジ基金」を設立。町内での起業
や事業拡大など新たなビジネスチャレンジを行う事業者に対
して、同財団を通して資金的支援と、セミナー開催やコンサルティングなどの伴走

型支援を組み合わせてサポートしています。
　補助金や助成金ではなく出資などの形に
したのは、申請書類作成よりも実践に注力
し、盤石な経営基盤を築いてほしいとの思い
から。出資などの最高額は3千万円、無利息無
担保! これまでに多くの事業者がこの基金を

チャレンジ基金の活用で設けられた牛舎。 活用し、新たなビジネスに取り組んでいます。

町内での起業や経営を応援!
神石高原チャレンジ基金

地域課題解決プログラム
「Rakuten IT School NEXT」の模様。

広島カープの本拠地、
マツダスタジアムで
「なまずの照り焼き丼」
を販売する生徒たち。

町内の5つの集荷場所
から、採れたての新鮮
野菜をエブリイに運ぶ。
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観光大使「福本ヒデ氏」
（ザ・ニュースペーパー所属）

なまずの照り焼き丼

ナマズを稚魚から成長させ、加工・商品化する
「ナマズプロジェクト」は、数々の賞を受賞した。

神石牛

神石高原最中

赤キウイ
高原ルビー伊草農園

「ブルーベリージャム」
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桁数
主な番号種別

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

0

0 9 0 C D E F G H J K

0 5 0 C D E F G H J K

0 1 2 0 D E F G H J

A B C D E F G H J
固定電話番号
（0AB～J）

携帯電話番号
（070/080/090）

特定IP電話番号
（050）

着信課金サービス
（0120）

市外局番＋市内局番

電話番号（電気通信番号）の指定（例）
総務省が電気通信事業者に　  部分の番号を指定し、その指定を受けた
電気通信事業者が利用者に　  部分の番号を割り振っています。

Q 対象となる電気通信事業者は具体的にどのような手続きが必要ですか?

A 必要な手続きなど、電気通信番号制度に関する情報は、次のURLを確認願います。 
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/top/tel_number/

Q 利用者も何らかの手続きが必要ですか?

A 新しい制度は電気通信事業者に係るもので、利用者に対して手続き等の義務が発生するものではありません。

Q 会社内で使っている内線電話も手続きが必要ですか?

A 内線電話を会社内で使用する場合については手続きは不要です。ただし、クラウドサービス等で内線電話サービスを提供するような事業
者は、制度の対象となることがあります。

Q 固定電話番号を使用する転送電話サービスも制度の対象となるのはなぜですか?

A 固定電話番号は、「市外局番による地域性」「高、 い通話品質」「緊、 急通報が可能」といった要件が制度的上義務付けられており、社会的信頼性
を得ています。しかし、転送電話により、実際は東京にいない人が｢03」番号を表示して電話をかけることも可能となります。こうしたサービス
は、法人ユーザに一定のニーズがありますが、固定電話自体の地域性や社会的信頼性に疑義が生じていくものであり、これまで十分なルール
が整備されていませんでした。このため、地理的識別性等を確保する観点から、新たに番号制度の対象とし、契約締結時に住所確認や本人確
認等の実施を求めることとしています。 

総務省

番号指定事業者
（例：NTT東西、携帯電話キャリア等）

• 卸先事業者（例：FVNO、MVNO等）
• 固定電話番号を使用する転送電話事業者

利用者

番号の指定
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お問い合わせ先

https://www.soumu.go.jp/hyouka/ i-hyouka-form.html
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産学官連携による地域活性化に関する実態調査

【背　　景】産学官関係者の相互理解、地域戦略共有化が不十分など、
産学官連携を地域活性化につなげていく上での課題あり

【調査事項】産学官連携による地域活性化の取組事例等を調査

農道・林道の維持管理に関する
行政評価・監視

死因究明等の推進に関する政策評価
（総合性確保評価）

伝統工芸の地域資源としての活用に
関する実態調査

廃校施設の有効活用等に関する実態調査

漁業・漁村地域の活性化に関する
行政評価・監視

外来種対策の推進に関する政策評価
（総合性確保評価）

要保護児童の社会的養護に関する
行政評価・監視

土壌汚染対策に関する行政評価・監視

【

【

地域住民の生活に身近な事業の承継等に関する実態調査

【背　　景】人口減少・高齢化の進展により、地域の中小企業等の後継
者が不在となる中、地域の経済活動を継続させ、地域住民
の生活と雇用を守っていくことが重要

【調査事項】地域における事業承継等の実態を調査

地域公共交通の確保に関する実態調査

背　　景】事業者の不採算路線からの撤退など、公共交通ネットワー
クの縮小が進行する中、地域公共交通の維持は喫緊の課題

調査事項】地域公共交通の確保に向けた取組状況等を調査

政策評価のマスコット
ひょうちゃん

行政相談のマスコット
キクーン

令和元年度 行政評価局調査

今年度の行政評価等プログラムを
決定し、公表しました
～国民の皆さまに信頼される質の高い行政の実現を目指して～
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